
この教科書は，見開き左ページの本文に対し

て，右ページが「ワークシート」のイメージにな

っており，これに沿って授業を進めることで，

Input→ Intake→Outputという流れにつながり

ます。ただし，生徒を最もよく理解している先生

方が自分なりの「味付け」ができるよう，掲載内

容は授業形態を制約しすぎないように配慮されて

います。本稿では私の“Mostly English”の「味

付け」を紹介したいと思います。

１．Input――本文の理解

①写真を用いたトピックの導入

写真などを用いた

インタラクションに

より，動機づけと背

景知識の共有を図り

ます。選択式の質問

に挙手で答えさせた

り，ペアやグループ

で会話をさせたり

と，生徒の様子に合

わせて活動を工夫し

ます。本文に関連した写真が役立ちます。内容理

解のカギとなる単語もここで導入しておきます。

②リスニングによる本文の導入

本書には身近で理解しやすい内容が多いので，

リスニングから入ることで，チャレンジ感覚がや

る気につながります。概要がわかれば答えられる

（TF，または単語で答えられる）クイズを英語で

与え，リスニング後にペア，全体で答えを確認し

ます。これはテストではなく内容理解のためのス

テップなので，解答・解説の際のインタラクショ

ンが次のリーディングにおける詳しい内容理解へ

の布石となるよう工夫します。

③Answer it!を柱に本文理解のためのQ&A

リーディングタスクとして用意されているの

が，本文の流れに沿った３つの質問，Answer
 

it!です。本文の一部をほぼそのまま抜き出して

答えられるようになっているので，ペアワークに

も無理なく使えます。不得意な生徒にも「英語を

話す」経験を積ませ，また「わかった」気持ちに

させ，授業にもテンポが生まれます。

私はこのコーナーを理解の確認のためというよ

りは，理解を助けるために使います。CDを聞き

通読した後，この３つの質問を中心に，適宜質問

を補ってやりとりをする中で，内容の理解を助

け，それについて考えさせます。例えばAnswer
 

it!の最初の質問“What did Angela Aki do at
 

fifteen?”への“She wrote a letter to herself.”

という答えに対して，理解を深めるために

“What did she write about?”と質問を補い，さ

らに“Have you written a letter to yourself?”

と問いかけて内容について考えさせます。“Ask
 

this question to your partner.”とペアワークも

織り込み，“What did your partner say?”と全

体の活動に戻します。本文と写真や図表を関連付
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ける質問も有効です。Answer it!が様々なイン

タラクションに，そして表面的でない理解につな

がるよう工夫します。

２．Intake――学習内容の定着

①音読

音読練習では正しい発音への意識付けのために

設けられた Soundの項目だけは徹底します。音

読方法は目的も考慮して単調にならないように変

化をつけます。例えば内容を考えながら音読させ

たい場合には，１人称の立場で書かれた本文を３

人称に変えながら音読させる場合もあります。

②Focus on it!/Check it!：ターゲット文法の学習

教科書での文法学習の特長は，文法項目の自然

な使用場面が本文に示されていることです。例え

ば著名人が自らの経験を語るLesson 1では，必

然的に現在形・過去形・進行形が使用されていま

す。Focus on it!は，本文からターゲットセンテ

ンスを抜き出した体裁ですが，その文法項目と使

用場面と結びつけ，例えばこの場合は，時の流れ

を示す線上に過去，現在，未来の出来事を並べる

など，板書も利用して理解と定着を図ります。

Check it!は，主に空所補充による英文完成で

す。生徒にとって身近な内容の文が使用されてい

ますので，一工夫して使用場面を生徒にイメージ

させたいものです。例えば，生徒にMandy (is)

(cleaning)her room now.と答えさせる前に，そ

れが応答となる“Where’s Mandy? I’d like to
 

talk to her.”というような文を，キューとして

口頭で与えるというのはいかがでしょうか。

３．Output――学習内容を生かした発信

①Use it!：ターゲット文法を用いた自己表現

Use it!は，ターゲット文法を使用した「プチ」

自己表現活動です。黙ってしまう生徒がいないよ

うにHint Boxが用意されていますが，余裕のあ

る生徒にはさらに創造力を発揮させることも可能

です。例えば設定されたA→Bにプラス１ター

ンを自由に加えさせ“What are you studying
 

hard?”“I’m studying English hard because...”

というように発展させることができます。また，

ペアワークに続けて，数名に“What  is your
 

partner doing for his/her future?”と問いかけて

全体での活動につなげることもできます。

文法学習を自己表現活動につなげることが生徒

の文法観に与える影響は小さくないはずです。

②Summary Telling：読んだ内容を相手に伝える

読んだ内容を，学んだ表現を用いて教科書を見

ずに英語で伝えられるようになることが私の授業

の目標の１つです。Answer it!でのQ&Aの際

にキーワードを板書しておくと，授業のまとめと

して，それらを用いたSummary Tellingを行え

ます。ペアで一方が立ち，キーワードだけを見て

本文の内容を相手に伝えます。時間制限を設け，

大きめのタイマーで残り時間を示すとゲーム感覚

が加わり，生徒は意外と楽しそうに取り組みます。

常に有効な授業方法はありませんので多くの引

き出しを用意しておくことが大切です。すこしで

もご参考になることがありましたら幸いです。

(いわた じゅんいち・千葉県立長生高等学校教諭)
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